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琵琶湖周辺の治水対策の現状

平成１４年８月８日

琵琶湖部会

近畿地方整備局
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琵琶湖沿岸被害の歴史
◆◆◆◆ 洗堰設置以前洗堰設置以前洗堰設置以前洗堰設置以前

下流への流量増を怖れた為政者,下流沿川住民の反対にあいながら、浚渫を続けて
きました。

奈良時代奈良時代

江戸時代江戸時代

明治時代明治時代

明治29年未曽有の大洪水へ

・僧行基による瀬田川浚渫構想

・河村瑞賢,藤本太郎兵衛親子4代にわたる浚渫

・草莽の民によるシジミ取りにことよせた砂利採取

・瀬田川鉄橋事件
・命を賭した大越知事の瀬田川浚渫工事の内務省上申

・江戸幕府による浚渫不許可

・下流京都・大坂民衆による反対

下流沿川住民の猛反対



3

�� ピーク水位ピーク水位 3.763.76mm
�� 浸水家屋数浸水家屋数 約約22万万88千戸千戸

�� 浸水面積浸水面積 約約11万万66千千haha
�� 浸水日数浸水日数 237237日日

琵琶湖沿岸被害の歴史
◆◆◆◆ 明治明治明治明治29年の未曽有の大洪水年の未曽有の大洪水年の未曽有の大洪水年の未曽有の大洪水
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琵琶湖沿岸被害の歴史
◆◆◆◆ 洗堰設置と瀬田川浚渫洗堰設置と瀬田川浚渫洗堰設置と瀬田川浚渫洗堰設置と瀬田川浚渫

洗堰の設置と瀬田川浚渫の組み合わせにより上下流の対立回避。

明治36年南郷洗堰の設置と瀬田川浚渫明治36年南郷洗堰の設置と瀬田川浚渫

明治29年未曽有の大洪水

昭和36年瀬田川洗堰の設置と瀬田川浚渫昭和36年瀬田川洗堰の設置と瀬田川浚渫

昭和初期淀川河水統制第1期事業での浚渫昭和初期淀川河水統制第1期事業での浚渫

上流琵琶湖 ⇒ 瀬田川浚渫瀬田川浚渫瀬田川浚渫瀬田川浚渫で流下能力を高め速やかな琵琶湖水位低下速やかな琵琶湖水位低下速やかな琵琶湖水位低下速やかな琵琶湖水位低下を実現することに
より、沿岸浸水被害を支配する高水位継続日数を削減高水位継続日数を削減高水位継続日数を削減高水位継続日数を削減

下流淀川 ⇒ 洗堰を全閉することにより洗堰を全閉することにより洗堰を全閉することにより洗堰を全閉することにより、下流洪水中の琵琶湖からの流出を制御琵琶湖からの流出を制御琵琶湖からの流出を制御琵琶湖からの流出を制御するこ

とにより洪水被害防除

琵琶湖水位0mで

1908～1952年
毎秒200m3

1908年以前
毎秒50m3

1953～1967年
毎秒400m3
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琵琶湖総合開発事業は、数十年来の治水琵琶湖総合開発事業は、数十年来の治水琵琶湖総合開発事業は、数十年来の治水琵琶湖総合開発事業は、数十年来の治水琵琶湖総合開発事業は、数十年来の治水琵琶湖総合開発事業は、数十年来の治水琵琶湖総合開発事業は、数十年来の治水琵琶湖総合開発事業は、数十年来の治水････････利水の上下流対立利水の上下流対立利水の上下流対立利水の上下流対立利水の上下流対立利水の上下流対立利水の上下流対立利水の上下流対立
を解消すべく、昭和を解消すべく、昭和を解消すべく、昭和を解消すべく、昭和を解消すべく、昭和を解消すべく、昭和を解消すべく、昭和を解消すべく、昭和4747年（年（年（年（年（年（年（年（19721972年）に制定された年）に制定された年）に制定された年）に制定された年）に制定された年）に制定された年）に制定された年）に制定された琵琶湖総合開発特琵琶湖総合開発特琵琶湖総合開発特琵琶湖総合開発特琵琶湖総合開発特琵琶湖総合開発特琵琶湖総合開発特琵琶湖総合開発特

別措置法別措置法別措置法別措置法別措置法別措置法別措置法別措置法によりスタートしました。終結した平成８年まで、四半世紀によりスタートしました。終結した平成８年まで、四半世紀によりスタートしました。終結した平成８年まで、四半世紀によりスタートしました。終結した平成８年まで、四半世紀によりスタートしました。終結した平成８年まで、四半世紀によりスタートしました。終結した平成８年まで、四半世紀によりスタートしました。終結した平成８年まで、四半世紀によりスタートしました。終結した平成８年まで、四半世紀
の期間を要し、国・滋賀県および下流の地方公共団体間のの期間を要し、国・滋賀県および下流の地方公共団体間のの期間を要し、国・滋賀県および下流の地方公共団体間のの期間を要し、国・滋賀県および下流の地方公共団体間のの期間を要し、国・滋賀県および下流の地方公共団体間のの期間を要し、国・滋賀県および下流の地方公共団体間のの期間を要し、国・滋賀県および下流の地方公共団体間のの期間を要し、国・滋賀県および下流の地方公共団体間の対立と対立と対立と対立と対立と対立と対立と対立と
調整と協働調整と協働調整と協働調整と協働調整と協働調整と協働調整と協働調整と協働があって、実現したプロジェクトです。があって、実現したプロジェクトです。があって、実現したプロジェクトです。があって、実現したプロジェクトです。があって、実現したプロジェクトです。があって、実現したプロジェクトです。があって、実現したプロジェクトです。があって、実現したプロジェクトです。

琵琶湖沿岸被害の歴史
◆◆◆◆ 琵琶湖総合開発事業琵琶湖総合開発事業琵琶湖総合開発事業琵琶湖総合開発事業

目的目的目的目的

・琵琶湖の環境保全

・琵琶湖周辺の治水対策・琵琶湖周辺の治水対策・琵琶湖周辺の治水対策・琵琶湖周辺の治水対策

・京阪神の水需要増大に応える水
資源開発

地 域 開 発 事 業地 域 開 発 事 業地 域 開 発 事 業地 域 開 発 事 業

砂 防砂 防砂 防砂 防
ダ ムダ ムダ ムダ ム
治 山治 山治 山治 山
造 林 ・ 林 道造 林 ・ 林 道造 林 ・ 林 道造 林 ・ 林 道
下 水 道下 水 道下 水 道下 水 道
し 尿 処 理し 尿 処 理し 尿 処 理し 尿 処 理
自 然 保 護 地 域 公 有 化自 然 保 護 地 域 公 有 化自 然 保 護 地 域 公 有 化自 然 保 護 地 域 公 有 化
畜 産 環 境 整 備 施 設畜 産 環 境 整 備 施 設畜 産 環 境 整 備 施 設畜 産 環 境 整 備 施 設
農 業 集 落 排 水 処 理 施 設農 業 集 落 排 水 処 理 施 設農 業 集 落 排 水 処 理 施 設農 業 集 落 排 水 処 理 施 設
ご み 処 理 施 設ご み 処 理 施 設ご み 処 理 施 設ご み 処 理 施 設
水 質 観 測 施 設水 質 観 測 施 設水 質 観 測 施 設水 質 観 測 施 設

道 路 ( 含 、 管 理 道 路 )道 路 ( 含 、 管 理 道 路 )道 路 ( 含 、 管 理 道 路 )道 路 ( 含 、 管 理 道 路 )
河 川河 川河 川河 川
水 道水 道水 道水 道
工 業 用 水 道工 業 用 水 道工 業 用 水 道工 業 用 水 道
土 地 改 良土 地 改 良土 地 改 良土 地 改 良
水 産水 産水 産水 産
港 湾港 湾港 湾港 湾
漁 港漁 港漁 港漁 港
都 市 公 園都 市 公 園都 市 公 園都 市 公 園
自 然 公 園 施 設自 然 公 園 施 設自 然 公 園 施 設自 然 公 園 施 設

湖 岸 堤湖 岸 堤湖 岸 堤湖 岸 堤

内 水 排 除内 水 排 除内 水 排 除内 水 排 除

南 湖 浚 渫南 湖 浚 渫南 湖 浚 渫南 湖 浚 渫

瀬 田 川 浚 渫瀬 田 川 浚 渫瀬 田 川 浚 渫瀬 田 川 浚 渫

瀬 田 川 洗 堰 の 改 築瀬 田 川 洗 堰 の 改 築瀬 田 川 洗 堰 の 改 築瀬 田 川 洗 堰 の 改 築

管 理 設 備管 理 設 備管 理 設 備管 理 設 備

琵 琶 湖 開 発 事 業琵 琶 湖 開 発 事 業琵 琶 湖 開 発 事 業琵 琶 湖 開 発 事 業
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琵琶湖開発事業

種       別種       別種       別種       別 数　　　　量数　　　　量数　　　　量数　　　　量

総延長 50.4 Ｋｍ

湖岸堤 2.8 Ｋｍ

湖岸堤・管理用道路 45.6 Ｋｍ

管理用道路 2.0 Ｋｍ

内水排除施設の新築 １４機場

湖岸堤関連河川の改修 １３河川

瀬田川洗堰の改築（バイパス水路） １式

南湖及び瀬田川浚渫 約１３３万m3

水位変動に伴う対策 １式

管理設備 １式

事業費 約３，５１３億円 治水 201/1,000

都市用水 799/1,000

湖岸堤 及び 管理用道路の新築
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琵琶湖総合開発事業（治水対策）
◆◆◆◆ 琵琶湖総合開発事業で合意された洗堰操作琵琶湖総合開発事業で合意された洗堰操作琵琶湖総合開発事業で合意された洗堰操作琵琶湖総合開発事業で合意された洗堰操作

琵琶湖は大きいので、水位
上昇はゆるやかです。下流淀
川の水位がピークを過ぎ、減り
始めてから琵琶湖の水位がピ
ークとなります。

雨量

淀川水位

琵琶湖水位

【【【【琵琶湖と淀川の洪水時差琵琶湖と淀川の洪水時差琵琶湖と淀川の洪水時差琵琶湖と淀川の洪水時差】】】】



8

琵琶湖総合開発事業（治水対策）
◆◆◆◆ 琵琶湖総合開発事業で合意された洗堰操作琵琶湖総合開発事業で合意された洗堰操作琵琶湖総合開発事業で合意された洗堰操作琵琶湖総合開発事業で合意された洗堰操作

琵琶湖

洗堰

淀川

大雨で淀川の水位が上昇
し始めますが、琵琶湖では
まだ水位の上昇はありま
せん。

淀川の流量がピークになっ
ても、琵琶湖の水位はさほ
ど上昇していないので、洗
堰からの放流量を制限して
います。

淀川の流量が減り始める
頃、琵琶湖の水位は上昇
を続けているので、洗堰を
全開して湖の水位を下げ
ます。

【【【【琵琶湖と淀川の洪水時差琵琶湖と淀川の洪水時差琵琶湖と淀川の洪水時差琵琶湖と淀川の洪水時差】】】】
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琵琶湖総合開発事業（治水対策）

（流域面積）（流域面積）（流域面積）（流域面積）

・淀川全流域・淀川全流域・淀川全流域・淀川全流域
８，２４０（８，２４０（８，２４０（８，２４０（km2））））

・・・・琵琶湖流域琵琶湖流域琵琶湖流域琵琶湖流域
３，８４８（３，８４８（３，８４８（３，８４８（km2））））

・・・・天ヶ瀬ダム流域天ヶ瀬ダム流域天ヶ瀬ダム流域天ヶ瀬ダム流域
３５２３５２３５２３５２ （（（（km2））））

（（（（内訳）内訳）内訳）内訳）
大戸川ダム流域大戸川ダム流域大戸川ダム流域大戸川ダム流域 １５３．５１５３．５１５３．５１５３．５ （（（（km2））））
残流域残流域残流域残流域 １９８．５１９８．５１９８．５１９８．５ （（（（km2））））
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現状天ヶ瀬ダムの洪水調節操作

11 予備放流予備放流予備放流予備放流

22 宇治川洪水調節宇治川洪水調節宇治川洪水調節宇治川洪水調節

44 天ヶ瀬ダム後期放流天ヶ瀬ダム後期放流天ヶ瀬ダム後期放流天ヶ瀬ダム後期放流

33 淀川洪水調節淀川洪水調節淀川洪水調節淀川洪水調節

55 琵琶湖後期放流琵琶湖後期放流琵琶湖後期放流琵琶湖後期放流

大型台風の接近により大雨が予測されたとき、洪水前にダムの水を放流して貯
水位を58.0mまで低下させ洪水に備えます。

宇治川の洪水調節として、最大840m3/sを放流します。

ダムの流入量が減少し始め、かつ、枚方地点水位が現に警戒水位4.5mを超え
て、危険水位5.3mに達するおそれがあるとき、枚方地点の水位が低下し始める
まで160m3/sを放流して、淀川の洪水調節を行います。

宇治川・淀川洪水調節後、次の洪水に備え、最大840m3/sを放流してダムの貯
水位を制限水位72.0mまで低下させます。

琵琶湖水位低下のための洗堰からの放流があれば、ダム流入量に相当する流
量を放流し、琵琶湖洪水を防除します。

天ヶ瀬ダム貯水位

600～840m3/s

天
ヶ
瀬
ダ
ム
流
量

11 22 33 44 55
現状天ヶ瀬ダム洪水調節操作概念図現状天ヶ瀬ダム洪水調節操作概念図

840m3/s

160m3/s

琵琶湖からの放流に応じだ放流

840m3/s

600m3/s

天
ヶ
瀬
ダ
ム
水
位 最低水位58.0m

洪水期制限水位72.0m

満水位78.5m

天ヶ瀬ダム放流量

天ヶ瀬ダム流入量

時間
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琵琶湖総合開発事業（治水対策）
◆◆◆◆ 琵琶湖総合開発事業で合意された洗堰操作琵琶湖総合開発事業で合意された洗堰操作琵琶湖総合開発事業で合意された洗堰操作琵琶湖総合開発事業で合意された洗堰操作

1111

2222

3333

4444

5555

天ヶ瀬ダム予備放流の
ための制限

宇治川のための全閉

淀川本川のための全閉

天ヶ瀬ダム水位低下の
ための制限

全開

枚方枚方枚方枚方

天ヶ瀬ダム天ヶ瀬ダム天ヶ瀬ダム天ヶ瀬ダム

瀬田川洗堰瀬田川洗堰瀬田川洗堰瀬田川洗堰

警戒水位4.50m

枚方水位
+3.0m

840m3/s

予備放流
天ヶ瀬ダム放流量

天ヶ瀬ダム流入量

最大200m3/s
最大300m3/s

淀川本川

宇治川
最大840m3/s

瀬田川洗堰

枚
方
水
位

天
ヶ
瀬
ダ
ム
地
点

流
量

洗
堰
放
流
量

制 限 制 限全 閉 全 開

5555

2222
1111

3333

4444

【【【【洗堰と天ヶ瀬ダムの洗堰と天ヶ瀬ダムの洗堰と天ヶ瀬ダムの洗堰と天ヶ瀬ダムの
連携操作による淀川連携操作による淀川連携操作による淀川連携操作による淀川
洪水調節の仕組み洪水調節の仕組み洪水調節の仕組み洪水調節の仕組み】】】】

琵
琶
湖
水
位
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計画高水位計画高水位計画高水位計画高水位
◆◆◆◆ 計画高水位計画高水位計画高水位計画高水位+1.4mとはとはとはとは

明治7年～昭和43年までに起きた洪水時流入量

から水位上昇量を計算した結果を統計処理し、
100年間に年間に年間に年間に1回超過すると予想される琵琶湖の回超過すると予想される琵琶湖の回超過すると予想される琵琶湖の回超過すると予想される琵琶湖の

最高到達水位を計画高水位最高到達水位を計画高水位最高到達水位を計画高水位最高到達水位を計画高水位として定義しました
。

※ここでの計算は、以下の条件を基に琵琶湖の洪水
調節を想定してます。

・瀬田川洗堰は琵琶湖最大流入量をはさむ24時間全
閉という条件です。

・瀬田川の流量は、・瀬田川の流量は、・瀬田川の流量は、・瀬田川の流量は、+0mのときに毎秒のときに毎秒のときに毎秒のときに毎秒800m3 +１．１．１．１．
４４４４mのときに毎秒１，２のときに毎秒１，２のときに毎秒１，２のときに毎秒１，２00m3です。です。です。です。

・大戸川からの流出量として毎秒300m3を考慮した条
件です。

【条件】

100年に1回の確率

琵琶湖水位琵琶湖水位琵琶湖水位琵琶湖水位

+1.4m

◆◆◆◆ 琵琶湖総合開発事業で合意された洗堰操作琵琶湖総合開発事業で合意された洗堰操作琵琶湖総合開発事業で合意された洗堰操作琵琶湖総合開発事業で合意された洗堰操作

琵琶湖総合開発事業（治水対策）

瀬田川～宇治川の浚渫等の対策が前提瀬田川～宇治川の浚渫等の対策が前提瀬田川～宇治川の浚渫等の対策が前提瀬田川～宇治川の浚渫等の対策が前提瀬田川～宇治川の浚渫等の対策が前提瀬田川～宇治川の浚渫等の対策が前提瀬田川～宇治川の浚渫等の対策が前提瀬田川～宇治川の浚渫等の対策が前提
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琵琶湖総合開発事業（治水対策）の残
事業

上流上流上流上流 ⇒⇒⇒⇒ 上下流合意した瀬田川洗堰操作で下流の洪水被害防除している。上下流合意した瀬田川洗堰操作で下流の洪水被害防除している。上下流合意した瀬田川洗堰操作で下流の洪水被害防除している。上下流合意した瀬田川洗堰操作で下流の洪水被害防除している。

下流下流下流下流 ⇒⇒⇒⇒ 合意の前提である瀬田川～宇治川流下能力合意の前提である瀬田川～宇治川流下能力合意の前提である瀬田川～宇治川流下能力合意の前提である瀬田川～宇治川流下能力1,500m3/sが未確保が未確保が未確保が未確保
上流上流上流上流 ⇒⇒⇒⇒ 上下流合意した瀬田川洗堰操作で下流の洪水被害防除している。上下流合意した瀬田川洗堰操作で下流の洪水被害防除している。上下流合意した瀬田川洗堰操作で下流の洪水被害防除している。上下流合意した瀬田川洗堰操作で下流の洪水被害防除している。

下流下流下流下流 ⇒⇒⇒⇒ 合意の前提である瀬田川～宇治川流下能力合意の前提である瀬田川～宇治川流下能力合意の前提である瀬田川～宇治川流下能力合意の前提である瀬田川～宇治川流下能力1,500m3/sが未確保が未確保が未確保が未確保

治水治水治水治水

洗堰下流の下記の地点で安全に1,500m3/sの水量を流すことができませ
ん。

①瀬田川 ②天ヶ瀬ダム ③宇治川
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琵琶湖沿岸被害の現状
（琵琶湖流域に雨が降ると沿岸では（琵琶湖流域に雨が降ると沿岸では（琵琶湖流域に雨が降ると沿岸では（琵琶湖流域に雨が降ると沿岸では‥‥‥‥））））

� 琵琶湖流域（３，８４８平方㎞）に降る雨は、すべて琵琶湖に
流れ込みます。

� 琵琶湖から流れ出る水は、瀬田川・琵琶湖疎水・宇治発電
取水口です。

� 流入する水量＞流出する水量流入する水量＞流出する水量流入する水量＞流出する水量流入する水量＞流出する水量 ⇒⇒⇒⇒ 水位は上昇する水位は上昇する水位は上昇する水位は上昇する

� その後、流入する水量＜流出する水量 ⇒ 水位は下降す
る

・流出量によって、水位の変動は、違いがあります 流
出量：大 → 水位上昇は少なく、下降に要する時間は短い 流出量：流出量：流出量：流出量：
小小小小 →→→→ 水位上昇は大きく、下降に要する時間は長い水位上昇は大きく、下降に要する時間は長い水位上昇は大きく、下降に要する時間は長い水位上昇は大きく、下降に要する時間は長い

� 水位が上昇する事（流域に未曾有の大雨）に対して、沿岸で
はどのようなことが起こっているのか？起こるのか？
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琵琶湖水位の上昇琵琶湖水位の上昇琵琶湖水位の上昇琵琶湖水位の上昇琵琶湖水位の上昇琵琶湖水位の上昇琵琶湖水位の上昇琵琶湖水位の上昇

瀬田川洗堰瀬田川洗堰

琵琶湖沿岸被害の現状
（琵琶湖流域に雨が降ると沿岸では（琵琶湖流域に雨が降ると沿岸では（琵琶湖流域に雨が降ると沿岸では（琵琶湖流域に雨が降ると沿岸では‥‥‥‥））））

いわゆる『野洪水』
の こ う ず い
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�� ３つの氾濫形態に分類できます。３つの氾濫形態に分類できます。

①①内水排水機場流域（内水排水機場流域（AA））

②②それ以外の内水流域（それ以外の内水流域（BB））

③③外水被害が生じる流域（外水被害が生じる流域（CC））

排水ポンプ

琵
琶
湖

琵琶湖沿岸被害
の現状
（琵琶湖流域に雨が降ると沿岸では（琵琶湖流域に雨が降ると沿岸では（琵琶湖流域に雨が降ると沿岸では（琵琶湖流域に雨が降ると沿岸では‥‥‥‥））））
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②浸水形態・内水排水機がない流域（B）
琵琶湖

樋門全開しています。

琵琶湖

樋門を閉じるのは、琵琶湖水位
と内水位が同じ水位になり、河
川から琵琶湖へ流出量がなくな
ったときです。

琵琶湖

樋　門

琵琶湖の水位がさらに
上昇すると・・・・

流入量がなくなれば、樋門を
閉め、被害（浸水面積）を軽
減します。

琵琶湖

樋　門

琵琶湖の水位がさらに
上昇すると・・・・

流入量が小さい時、被害
（浸水面積）を軽減します。

流入量が大きい場合、琵琶湖水位より高くなり、被害（浸
水面積）が広がる場合は樋門を開けます。
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琵琶湖

琵琶湖

樋門を閉じ、琵琶湖から
の逆水から堤内地の浸
水を守ります。

琵琶湖

内水排水ポンプを稼働させ、
堤内地の水位を下げます。

樋　門

排水路床

排水路床

排水路床

琵琶湖

琵琶湖水位上昇に伴う浸水形態・内水排除流域

内水排水ポンプ
樋門全開しています。

琵琶湖

樋門を閉じ、琵琶湖から
の逆水から堤内地の浸
水を守ります。

琵琶湖

内水排水ポンプを稼働させ、
堤内地の水位を下げます。

樋　門

排水路床

排水路床

排水路床

樋門を閉じるのは、琵琶湖水位と内水
位が同じになり、河川から琵琶湖へ流
れなくなったときです。

流入量が小さい時、ポンプを稼働させ
被害（浸水面積）を軽減します。

琵琶湖

樋　門

琵琶湖の水位がさらに
上昇すると・・・・

流入量が大きい場合、琵琶湖水位より高くなり、被害（浸
水面積）が広がる場合は樋門を開けます。

①浸水形態・内水排水流域（Ａ）

その後、流入量が小さくなると、樋門を閉め、再びポンプ
を稼働させ被害（浸水面積）を軽減します。
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内水排水流域（A）→現状（琵総の効果）

出典：洪水の被害を大きくしないために
水資源開発公団 琵琶湖開発総合管理所
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③浸水形態・それ以外の流域（C）

琵琶湖

琵琶湖水位はゆ
っくりと上昇

流入河川の氾濫

琵琶湖水位はゆ
っくりと上昇

琵琶湖水位と堤内地の
水位が同じになります。

排水路床

排水路床

排水路床
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琵琶湖沿岸被害の現状
降雨倍率毎による、琵琶湖水位と内水位降雨倍率毎による、琵琶湖水位と内水位

条件：現状条件：現状

琵琶湖水位

0.0

0.5

1 .0

1 .5

2 .0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

0.8 1 .0 1 .2 1 .5 2 .0

降雨倍率

現
状

で
の

計
算

水
位

(B
S
L
.m

) 琵琶湖水位
琵琶湖総雨量【流域平均時間総雨量】

倍率 昭和 36年 6月洪水

0.8 283
1 .0 354
1 .2 425
1 .5 531
2.0 708

【単位：mm】
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琵琶湖周辺全
体で見ると・・・

３つの氾濫形態に分類できま３つの氾濫形態に分類できま３つの氾濫形態に分類できま３つの氾濫形態に分類できま３つの氾濫形態に分類できま３つの氾濫形態に分類できま３つの氾濫形態に分類できま３つの氾濫形態に分類できま
す。す。す。す。す。す。す。す。

①①①①①①①①内水排水機場流域（内水排水機場流域（内水排水機場流域（内水排水機場流域（内水排水機場流域（内水排水機場流域（内水排水機場流域（内水排水機場流域（AA））））））））

②②②②②②②②それ以外の内水流域（それ以外の内水流域（それ以外の内水流域（それ以外の内水流域（それ以外の内水流域（それ以外の内水流域（それ以外の内水流域（それ以外の内水流域（BB））））））））

③③③③③③③③外水被害が生じる流域（外水被害が生じる流域（外水被害が生じる流域（外水被害が生じる流域（外水被害が生じる流域（外水被害が生じる流域（外水被害が生じる流域（外水被害が生じる流域（CC））））））））
AAAA

12%12%12%12%

BBBB
84%84%84%84%

CCCC
4%4%4%4%

全浸水面積
約100km2

※※※※※※※※右記の円グラフは、各流域右記の円グラフは、各流域右記の円グラフは、各流域右記の円グラフは、各流域右記の円グラフは、各流域右記の円グラフは、各流域右記の円グラフは、各流域右記の円グラフは、各流域
におけるにおけるにおけるにおけるにおけるにおけるにおけるにおけるBSL+1.4mBSL+1.4mでの浸水面での浸水面での浸水面での浸水面での浸水面での浸水面での浸水面での浸水面

積の比率を示したものである。積の比率を示したものである。積の比率を示したものである。積の比率を示したものである。積の比率を示したものである。積の比率を示したものである。積の比率を示したものである。積の比率を示したものである。
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琵琶湖沿岸被害の現状

� 国土数値情報による、地盤高さ毎の土地利
用面積は、以下のとおりです

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

0 20 40 60 80 100 120 140 160

面積(km2)

地
盤

高
(B

S
L
+
m

)
A
B
C
全浸水想定面積
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◆◆◆◆ 琵琶湖の浸水被害の特徴琵琶湖の浸水被害の特徴琵琶湖の浸水被害の特徴琵琶湖の浸水被害の特徴

琵琶湖に流入する河川が流入する河川が流入する河川が流入する河川が120本本本本に対し、

琵琶湖から流出する河川は瀬田川流出する河川は瀬田川流出する河川は瀬田川流出する河川は瀬田川1本のみ本のみ本のみ本のみ
琵琶湖に流入する河川が流入する河川が流入する河川が流入する河川が120本本本本に対し、

琵琶湖から流出する河川は瀬田川流出する河川は瀬田川流出する河川は瀬田川流出する河川は瀬田川1本のみ本のみ本のみ本のみ

１１１１

水位が高くなるとなかなか水位が低下しないため、

浸水した場合、浸水日数が長期間浸水日数が長期間浸水日数が長期間浸水日数が長期間となる。
水位が高くなるとなかなか水位が低下しないため、

浸水した場合、浸水日数が長期間浸水日数が長期間浸水日数が長期間浸水日数が長期間となる。

2

農作物の収穫に大きな影響を与える。

ex1.水稲は冠水が水稲は冠水が水稲は冠水が水稲は冠水が4日以上続くと枯死したり草丈の成長が停滞日以上続くと枯死したり草丈の成長が停滞日以上続くと枯死したり草丈の成長が停滞日以上続くと枯死したり草丈の成長が停滞
ex2.冠水により黄化萎縮病、赤カビ病などに感染しやすくなる冠水により黄化萎縮病、赤カビ病などに感染しやすくなる冠水により黄化萎縮病、赤カビ病などに感染しやすくなる冠水により黄化萎縮病、赤カビ病などに感染しやすくなる
ex3.畑地が水を含み軟弱化したため作付けできない畑地が水を含み軟弱化したため作付けできない畑地が水を含み軟弱化したため作付けできない畑地が水を含み軟弱化したため作付けできない

農作物の収穫に大きな影響を与える。

ex1.水稲は冠水が水稲は冠水が水稲は冠水が水稲は冠水が4日以上続くと枯死したり草丈の成長が停滞日以上続くと枯死したり草丈の成長が停滞日以上続くと枯死したり草丈の成長が停滞日以上続くと枯死したり草丈の成長が停滞
ex2.冠水により黄化萎縮病、赤カビ病などに感染しやすくなる冠水により黄化萎縮病、赤カビ病などに感染しやすくなる冠水により黄化萎縮病、赤カビ病などに感染しやすくなる冠水により黄化萎縮病、赤カビ病などに感染しやすくなる
ex3.畑地が水を含み軟弱化したため作付けできない畑地が水を含み軟弱化したため作付けできない畑地が水を含み軟弱化したため作付けできない畑地が水を含み軟弱化したため作付けできない

3

琵琶湖治水の特徴
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琵琶湖周辺の治水対策の必要性
◆◆◆◆ 琵琶湖総合開発事業で合意された洗堰操作琵琶湖総合開発事業で合意された洗堰操作琵琶湖総合開発事業で合意された洗堰操作琵琶湖総合開発事業で合意された洗堰操作

瀬田川～宇治川流下能力を瀬田川～宇治川流下能力を瀬田川～宇治川流下能力を瀬田川～宇治川流下能力を1,500m3/sまで向上させるまで向上させるまで向上させるまで向上させる

瀬田川洗堰操作について（照会）：滋水政第52号 平成4年3月10日付
瀬田川洗堰操作について ：建近河第50号 平成4年3月11日付

淀川水系瀬田川洗堰の操作規則について（意見聴取）：建設省河治発第22号 平成4年3月21日付
淀川水系瀬田川洗堰の操作規則について（回答）：滋水政第84号 平成4年3月30日付

瀬田川～宇治川流下能力を瀬田川～宇治川流下能力を瀬田川～宇治川流下能力を瀬田川～宇治川流下能力を1,500m3/sまで向上させるまで向上させるまで向上させるまで向上させる

瀬田川洗堰操作について（照会）：滋水政第52号 平成4年3月10日付
瀬田川洗堰操作について ：建近河第50号 平成4年3月11日付

淀川水系瀬田川洗堰の操作規則について（意見聴取）：建設省河治発第22号 平成4年3月21日付
淀川水系瀬田川洗堰の操作規則について（回答）：滋水政第84号 平成4年3月30日付

洗堰操作合意の前提洗堰操作合意の前提洗堰操作合意の前提洗堰操作合意の前提

①①①①天ヶ瀬ダム再開発事業天ヶ瀬ダム再開発事業天ヶ瀬ダム再開発事業天ヶ瀬ダム再開発事業
②②②②鹿跳地区改修事業鹿跳地区改修事業鹿跳地区改修事業鹿跳地区改修事業
③③③③瀬田川下流部（洗堰～鹿跳地区）改修事業瀬田川下流部（洗堰～鹿跳地区）改修事業瀬田川下流部（洗堰～鹿跳地区）改修事業瀬田川下流部（洗堰～鹿跳地区）改修事業

①①①①天ヶ瀬ダム再開発事業天ヶ瀬ダム再開発事業天ヶ瀬ダム再開発事業天ヶ瀬ダム再開発事業
②②②②鹿跳地区改修事業鹿跳地区改修事業鹿跳地区改修事業鹿跳地区改修事業
③③③③瀬田川下流部（洗堰～鹿跳地区）改修事業瀬田川下流部（洗堰～鹿跳地区）改修事業瀬田川下流部（洗堰～鹿跳地区）改修事業瀬田川下流部（洗堰～鹿跳地区）改修事業

合意に基づく具体的な整備メニュー合意に基づく具体的な整備メニュー合意に基づく具体的な整備メニュー合意に基づく具体的な整備メニュー

琵琶湖と淀川における流出時差を利用した治水である。
⇒⇒⇒⇒ 淀川ピーク時は琵琶湖からの流出を抑制、洗堰全閉（琵琶湖が最大治水能力を発揮）淀川ピーク時は琵琶湖からの流出を抑制、洗堰全閉（琵琶湖が最大治水能力を発揮）淀川ピーク時は琵琶湖からの流出を抑制、洗堰全閉（琵琶湖が最大治水能力を発揮）淀川ピーク時は琵琶湖からの流出を抑制、洗堰全閉（琵琶湖が最大治水能力を発揮）

⇒⇒⇒⇒ 淀川ピーク後は琵琶湖からの流出を最大、洗堰全開（淀川の最大治水能力利用）淀川ピーク後は琵琶湖からの流出を最大、洗堰全開（淀川の最大治水能力利用）淀川ピーク後は琵琶湖からの流出を最大、洗堰全開（淀川の最大治水能力利用）淀川ピーク後は琵琶湖からの流出を最大、洗堰全開（淀川の最大治水能力利用）

琵琶湖と淀川における流出時差を利用した治水である。
⇒⇒⇒⇒ 淀川ピーク時は琵琶湖からの流出を抑制、洗堰全閉（琵琶湖が最大治水能力を発揮）淀川ピーク時は琵琶湖からの流出を抑制、洗堰全閉（琵琶湖が最大治水能力を発揮）淀川ピーク時は琵琶湖からの流出を抑制、洗堰全閉（琵琶湖が最大治水能力を発揮）淀川ピーク時は琵琶湖からの流出を抑制、洗堰全閉（琵琶湖が最大治水能力を発揮）

⇒⇒⇒⇒ 淀川ピーク後は琵琶湖からの流出を最大、洗堰全開（淀川の最大治水能力利用）淀川ピーク後は琵琶湖からの流出を最大、洗堰全開（淀川の最大治水能力利用）淀川ピーク後は琵琶湖からの流出を最大、洗堰全開（淀川の最大治水能力利用）淀川ピーク後は琵琶湖からの流出を最大、洗堰全開（淀川の最大治水能力利用）

洗堰操作の基本的考え方洗堰操作の基本的考え方洗堰操作の基本的考え方洗堰操作の基本的考え方
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中間とりまとめ（治水：委員会）
1. 今後は、いかなる降雨においても、壊滅的被害の回避を優先的に考

える。すなわち、人命が損なわれることなく、また、家屋などの家屋などの家屋などの家屋などの
資産の損失は可能な限り少なくすることを目標資産の損失は可能な限り少なくすることを目標資産の損失は可能な限り少なくすることを目標資産の損失は可能な限り少なくすることを目標とする。

2. そのためには、破堤回避対策の実施が必要である。また、洪水とい
う自然現象を対象とするため、破堤回避の対策も万全でないことを
十分認識し、万が一に備えて危機管理を行う必要万が一に備えて危機管理を行う必要万が一に備えて危機管理を行う必要万が一に備えて危機管理を行う必要がある。

3. 破堤回避対策を実施した場合、降雨状況によっては、ある程度の越越越越
水を想定する必要水を想定する必要水を想定する必要水を想定する必要がある。こういった点を考慮した、したたかな
街づくりを進める必要がある。

4. また、ある程度の堤防越水があると予測される場合、これに対応し
た社会制度上の対応策の検討が必要社会制度上の対応策の検討が必要社会制度上の対応策の検討が必要社会制度上の対応策の検討が必要と考えられる。

5. 上下流の問題（琵琶湖・洪水調整ダムの水位管理、狭窄部の開削上下流の問題（琵琶湖・洪水調整ダムの水位管理、狭窄部の開削上下流の問題（琵琶湖・洪水調整ダムの水位管理、狭窄部の開削上下流の問題（琵琶湖・洪水調整ダムの水位管理、狭窄部の開削
等）はそれぞれの地域の地理的・歴史的経緯や環境の保全などを等）はそれぞれの地域の地理的・歴史的経緯や環境の保全などを等）はそれぞれの地域の地理的・歴史的経緯や環境の保全などを等）はそれぞれの地域の地理的・歴史的経緯や環境の保全などを
踏まえ、総合的に見て最善となる対応を常に考える必要踏まえ、総合的に見て最善となる対応を常に考える必要踏まえ、総合的に見て最善となる対応を常に考える必要踏まえ、総合的に見て最善となる対応を常に考える必要がある。
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中間とりまとめ（治水：琵琶湖部会）

琵琶湖の水位管理について琵琶湖の水位管理について琵琶湖の水位管理について琵琶湖の水位管理について
1. 天然湖である琵琶湖とダムとして機能させる琵琶湖とのあいだには、

大きい矛盾がある。琵琶湖の水位管理においては、その矛盾を踏ま
え、自然の季節的変化が基本になるようにし、他の目的のための自然の季節的変化が基本になるようにし、他の目的のための自然の季節的変化が基本になるようにし、他の目的のための自然の季節的変化が基本になるようにし、他の目的のための
変更は必要最低限に止める変更は必要最低限に止める変更は必要最低限に止める変更は必要最低限に止めるよう、留意すべきである。

2. そのため、人および社会が古来よりいかに琵琶湖とかかわってき人および社会が古来よりいかに琵琶湖とかかわってき人および社会が古来よりいかに琵琶湖とかかわってき人および社会が古来よりいかに琵琶湖とかかわってき
たのかたのかたのかたのか、また、それが環境に対していかなる影響を及ぼしてきたの
かを深く検討し、新たな水位操作を行なわなければならない。
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中間とりまとめ（治水：淀川部会）

狭窄部について狭窄部について狭窄部について狭窄部について
1. 洪水調節機能の面からも自然景観保全の面からも、狭窄部の開削狭窄部の開削狭窄部の開削狭窄部の開削

はさけなければならないはさけなければならないはさけなければならないはさけなければならない。
2. 狭窄部の治水対策としては遊水池による方法が最も望ましく、トントントントン

ネルなどで流過能力を高める方法は下流の河道の流過能力を勘案ネルなどで流過能力を高める方法は下流の河道の流過能力を勘案ネルなどで流過能力を高める方法は下流の河道の流過能力を勘案ネルなどで流過能力を高める方法は下流の河道の流過能力を勘案
して決定すべきして決定すべきして決定すべきして決定すべきである。
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中間とりまとめを受けて河川管理者の
「これからの治水の基本的考え方」

破堤回避対策の実施が必要破堤回避対策の実施が必要破堤回避対策の実施が必要破堤回避対策の実施が必要

壊滅的被害の回避を最優先壊滅的被害の回避を最優先壊滅的被害の回避を最優先壊滅的被害の回避を最優先

完成までには年月が必要完成までには年月が必要完成までには年月が必要完成までには年月が必要

下流で水位が上がるような上流での下流で水位が上がるような上流での下流で水位が上がるような上流での下流で水位が上がるような上流での浸浸浸浸
水被害軽減対策水被害軽減対策水被害軽減対策水被害軽減対策は行わないは行わないは行わないは行わない

・狭窄部の開削・狭窄部の開削・狭窄部の開削・狭窄部の開削

・堤防を築く・堤防を築く・堤防を築く・堤防を築く

その為にはその為にはその為にはその為には

しかししかししかししかし

だから完成するまではだから完成するまではだから完成するまではだから完成するまでは
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琵琶湖沿岸で考えたら
琵琶湖沿岸では破堤に伴う壊滅的被害は起こらないと考えら琵琶湖沿岸では破堤に伴う壊滅的被害は起こらないと考えら琵琶湖沿岸では破堤に伴う壊滅的被害は起こらないと考えら琵琶湖沿岸では破堤に伴う壊滅的被害は起こらないと考えら
れる。しかし、れる。しかし、れる。しかし、れる。しかし、家屋などの資産の損失は可能な限り少なくす家屋などの資産の損失は可能な限り少なくす家屋などの資産の損失は可能な限り少なくす家屋などの資産の損失は可能な限り少なくす
ることを目標にすべきと考える。ることを目標にすべきと考える。ることを目標にすべきと考える。ることを目標にすべきと考える。

従って従って従って従って

・瀬田川洗堰の全閉操作・瀬田川洗堰の全閉操作・瀬田川洗堰の全閉操作・瀬田川洗堰の全閉操作
は続けるは続けるは続けるは続ける

琵琶湖湖岸の浸水被琵琶湖湖岸の浸水被琵琶湖湖岸の浸水被琵琶湖湖岸の浸水被
害の軽減害の軽減害の軽減害の軽減

・瀬田川洗堰の全閉操作・瀬田川洗堰の全閉操作・瀬田川洗堰の全閉操作・瀬田川洗堰の全閉操作
を止めるを止めるを止めるを止める

・瀬田川狭窄部の開削・瀬田川狭窄部の開削・瀬田川狭窄部の開削・瀬田川狭窄部の開削

下流（淀川・宇治川）下流（淀川・宇治川）下流（淀川・宇治川）下流（淀川・宇治川）
の破堤回避対策が終の破堤回避対策が終の破堤回避対策が終の破堤回避対策が終
わっていないので実施わっていないので実施わっていないので実施わっていないので実施
できないできないできないできない

・・・・後期放流能力の増大を後期放流能力の増大を後期放流能力の増大を後期放流能力の増大を
計る計る計る計る（（（（下流における無下流における無下流における無下流における無 害害害害
流量までは狭窄部の流量までは狭窄部の流量までは狭窄部の流量までは狭窄部の 開削開削開削開削
を行うを行うを行うを行う））））

浸水被害を可能な限り少なくするためには浸水被害を可能な限り少なくするためには浸水被害を可能な限り少なくするためには浸水被害を可能な限り少なくするためには
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越水・浸透・洗掘破堤 0.8倍 1.0倍 1.2倍 1.5倍 2.0倍

越水

浸透、洗掘

1.0倍 1.5倍 2.0倍
越水
浸透、洗掘

�� 淀、宇治、桂、木津川淀、宇治、桂、木津川

第１１回淀川部会 資料３より
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破堤による被害の状況（淀川の例）
※※0.80.8倍相当の流量で、堤防が破堤した場合（破堤氾濫）の状況です。倍相当の流量で、堤防が破堤した場合（破堤氾濫）の状況です。

破堤氾濫（左岸破堤氾濫（左岸破堤氾濫（左岸破堤氾濫（左岸破堤氾濫（左岸破堤氾濫（左岸破堤氾濫（左岸破堤氾濫（左岸77.0k.0k地点で破堤）地点で破堤）地点で破堤）地点で破堤）地点で破堤）地点で破堤）地点で破堤）地点で破堤）
左岸左岸左岸左岸左岸左岸左岸左岸7.07.0kk付近：浸水面積付近：浸水面積付近：浸水面積付近：浸水面積付近：浸水面積付近：浸水面積付近：浸水面積付近：浸水面積900900haha、、、、、、、、最大湛水深最大湛水深最大湛水深最大湛水深最大湛水深最大湛水深最大湛水深最大湛水深11mm以上以上以上以上以上以上以上以上

被害額被害額被害額被害額被害額被害額被害額被害額 約約約約約約約約22兆兆兆兆兆兆兆兆4,0004,000億円億円億円億円億円億円億円億円

**浸透による破堤を想定した状況を示しています浸透による破堤を想定した状況を示しています浸透による破堤を想定した状況を示しています浸透による破堤を想定した状況を示しています浸透による破堤を想定した状況を示しています浸透による破堤を想定した状況を示しています浸透による破堤を想定した状況を示しています浸透による破堤を想定した状況を示しています第１回淀川部会 資料３より
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破堤による被害の状況（宇治川の例）
※※2.02.0倍相当の流量で堤防が破堤した場合（破堤氾濫）の状況です。倍相当の流量で堤防が破堤した場合（破堤氾濫）の状況です。

破堤氾濫破堤氾濫破堤氾濫破堤氾濫破堤氾濫破堤氾濫破堤氾濫破堤氾濫

（左岸（左岸（左岸（左岸（左岸（左岸（左岸（左岸49.249.2kk地点で破堤）地点で破堤）地点で破堤）地点で破堤）地点で破堤）地点で破堤）地点で破堤）地点で破堤）

浸水面積浸水面積浸水面積浸水面積浸水面積浸水面積浸水面積浸水面積4,0004,000haha
最大湛水深最大湛水深最大湛水深最大湛水深最大湛水深最大湛水深最大湛水深最大湛水深33mm以上以上以上以上以上以上以上以上

被害額被害額被害額被害額被害額被害額被害額被害額 約約約約約約約約11兆兆兆兆兆兆兆兆3,0003,000億円億円億円億円億円億円億円億円

第１回淀川部会 資料３より


